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業績予想（IFRS）の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2025年５月14日に公表した2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想

を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2025年９月30日） 

 売上収益 営業利益 税引前中間利益 
親会社の所有者に 

帰属する中間利益 

基本的１株当たり 

中間利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 8,800 880 840 550 39.58 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 9,600 1,150 1,050 730 53.00 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 800 270 210 180  

増  減  率 （  ％  ） 9.1 30.7 25.0 32.7  

（参考）前期第２四半期実績 

（2025 年３月期第２四半期） 
8,542 871 815 530 38.19 

 

２．修正の理由 

 売上収益につきましては、仮設資材部門において主力製品であるくさび緊結式足場や次世代足場の販売に加

え、レンタル需要を的確に捉えた提案営業が奏功したことにより堅調に推移しました。さらに、子会社ヤグミグ

ループによる施工工事案件の獲得も順調に進みました。物流機器部門においても、大型物流倉庫関連案件に加

え、自動倉庫やガラス・土石製品向け案件など幅広い業界からの受注が増加し、前回予想を上回る見込みです。 

利益面につきましては、売上収益の伸長による増益効果に加え、製造原価低減に向けた内外製区分の見直しや

物流効率化、生産効率の改善などの施策が寄与しました。これらの結果、売上収益、営業利益、税引前中間利

益、親会社の所有者に帰属する中間利益はいずれも前回予想を上回る見込みです。 

なお、2026年３月期通期の連結業績予想につきましては、現時点では据え置きとしております。第２四半期ま

での好調な業績推移を踏まえ、現在、今後の動向を含めて通期の見通しを慎重に精査しており、必要と判断した

場合には速やかに修正を行う方針です。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な

要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


